











サンスクリットの母音字は伝統的に「①短い a、②長い a(a)、③短い i、④長い i(r)、
⑤短い u、長い u(ロ)、⑦ rの字の下にドットまたはサークルのある字で写される母音、
③前項の母音の長いもの、⑨ lの字の下にドットまたはサークルのある字で写される
母音、⑮前項の母音の長いもの(実際には現れないが、体系の均斉のために人工的に









• MacDonell(1927) : "r or ri"(目次の後、 p.lの直前の表)とし、"四四bral"vowelと位





. w言語学大事典~ (風間(1989))p. 127 r子音聞で音節を担う機能をもったr、1が、 1
つの母音 (r、lと表記)としてとらえられている。」
. wブリタニカ国際大百科事典~ (原(1973))p.419 r r、?と lは音節主音となる(長音
の)ふるえ音および流音である。 J
• Wikipedia"S血球目"の項 (http://en.wikipedia.org/wikilSanskrit): 
"syllabic alveolar tril: closest to ir in bird in rhotic accents" 

























・辻直四郎 (1974) Wサンスクリット文法~ p.6は、「母音的役割を果たす…しかし実
用的にはそれぞれ d…と発音して差支えなしリとする。

















ヒンディ一語 (Hindi)[※ 2] [ri] 
アッサム語(Assamese)[※ 3] [ri] 
ベンガル語(Bengal)[※ 4] [r i] 
グジャラート語 (Gujarati)[※ 5 J [r i] 
カンナダ語(Kannada)[※ 6] [ri] 
カシミール語 (Kashmiri)[※ 7J [ri J 
コーンカニ一語 (Konkani)[※ 8] 不明
マラヤーラム語(Malayalam)[※ 9J [riJ [r i] 
マラーティー語(Marathi)[※ 10] [ru] 
ネパー/レ語(Nepali)[※ 11J [riJ 
オリヤ一語(Oriya) [※ 12J [riJ [ruJ 
パンジャープ語(Punjabi)[※ 13] 不明(相当する文字がない?)
タミル語 (Tami1) [※ 14J (相当する文字を持たない)




シンハラ語(Sinhalese)[※ 16] [ri] 
タイ語(百聞)[※ 17J [r w] [riJ [raJ [r aa] 
クメーノレ語(Cambodian)[※ 18] [rw] 





語ではそのほかに [i](高母音)、 [aJ、[aa](長い中舌母音)でも現れる。 hrdayar心臓」
のタイ語における借用の現れ方は harw thaya ?または har田由創である。 hの後 rとの聞







マラヤーラム語 (1) hridayam (2) hudayam 




タミル語の (1)では hが消失し(タミル語は hを本来持たないもののようで、母音間で[h]
が生じるのは[k]が弱化したもののようであり、実際、 <k>の文字で書かれる。サンスクリ
ットや英語からの借用語で hを持つものを表記したい場合、グランタ文字を使って書くこ
とがある[※ 2030 )、子音 rがあり、その後 uが来ている。 (2)ではプラークリットのよう
に iで写している。
• amrta f甘露 (Ambrosia， nectar， the elixir of life) J 
タミル語(1)刷出am(2) amiltu (3) am蜘
(1)は lrに作っている。 (2)ではよ(現在の音価は反り舌の半母音[.t]が一般的のようであ
るが、英語の中で表記する場合 fzhJ に作ることがよくあるところ、転写も lの字の下に
ノ〈ーがあるというものであり、また他の反り舌音に挙動が似ていることから[※ 21]、古
くは何らかの反り舌音、例えば喋音を伴う反り舌の lの如き音であったのではないだろう



































(4) aya ，._ e、ava...0 という交替はよく見かけるが、 araは「交替したら何になるの
か」という、その単独の (e、oと同様、つねに長いことが期待される)母音が欠けてい
る。 a+rは「長い母音Jの形をしておらず、すでに述べたように階梯が上がると rは
















硬口蓋については: [iJ → [jJ → [J] → [J] 
軟口蓋については: [u] →[wJ →[γwJ→[gwJ 
(後狭母音 [u]が典型的には円唇母音であるため、接近音以下も丸めを帯びさせた)
そして、











i→ yi [ji] 
u→刊[wu]
そして、
i→ [r i] '"-' [1 i] 
となる。
第 1節で rの実体について [ri]と解するものが「意外にj 少ないと書いたが、何が
「意外」であるのかというと、
































出向ra 心臓 hrdaya 
kar也a 黒い krsna 
vaka 狼 vrka 






dittha 光景 drsta 
giiiha ノ、ゲタカ gr'品ra
kiccha 困難な krcchra 




gan旬 行く人 gantr 
na:枕u 孫 n叩q
hantu 殺害者 h血位
kat知 行為者 ka:rtr . 
bha:ぬ1 夫 bh釘tr-
UJU 真っ直ぐな 。u
usabha 雄牛 rsabha 
puthu 広い PI也u
vu枇1 行動 V計値
vutthi 雨 vrsti 
-・，
vuddha 年老いた vrddha 
da旬 与える者 datr 
pltu 父 pltr 
dhrtu 娘 d血itr
puthuv 1 大地 prthiv 1 
utu 季節 rtu 
matu 母 rnatr 








い aの音価はやや高めの [a]であろう)に限られる。すべて短母音である。 eと oにな
ることはない。







Edgren (1885)によればそこにおいて第 7母音は「頭位で d、まれに uまたはiJ i中位












pr~~a > pi!1:ha > *pi~ > P 1也
ヒンディ一語形で iが長くなっていることについては説明を要する。以下の例を見
てみよう。
Sanskrit Pali Hindi 
hasta > hattha 〉 キha雌1 〉 h 8 th 「手」
sap泊n> sata 〉 事sat 〉 s 8 t i7J 
astan > atha 〉 *a凶1 〉 8th i8J 
lak鈎〉 lakkha 〉 事l紘kh 〉 18 kh i 10万J
dugdha> duddha 〉 *duddh 〉 d 1 dh 「手LJ
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agni >砲gi >九gg(i) > a g r火」
karman > kamma > *同mm > kam r仕事J





• dhar r強固なJ:これは aになっている例。
Sanskrit Pali Hindi 
drdha > 也lha > 事品ar > 晶ar
(気息、音が音位転換)




(1) Pali ghara r家J/geha r家J
Johansson(973)の語葉解説(p.70)によると、 ghara'house'という語は grhaと関係が
ある、という。そうだとすると、ヒンディ一語の ghar は ~h(a)>gh釘という由来を持
つことになる。パーリ語には gahaという語もあり、これは grha>gahaと素直にたどれ
る(第 5節に既出)。すると gahaと gharaは同じ由来を持つダブレットということにな
る。 Theじbt:ford品 'ndi-EnglishDictionazァの gharの項では、 ghara-(とし、う形が元々あ
る〉が語源であるとだけ記し、 grhaーとの関係については触れていない。
gahaの場合はすでに述べたように r>aという説明ができるが、 grha>ghar (a)となると自







第 E 階梯の交替形から、 z が a+yとなった(不規則に)ーこれはつまり rr>iJ と等価であ
るーため、 a+l→ eを生じた、と考えるのである。しかしこれもまったくの想像である。













































狭母音[i ]、すなわち [Ji]のごときもので (iにとっての (y)i [ji]、U にとっての (v)u[wu]に
相当する)、その音韻論的位置は























※2 : Datt(2000a)p.11"sounds like short 'ri'酪血 'rib"';問中/町田(1986)p.ll [riJ ;ヒン
ディ一語は州を超越した別格の公用語である。デーヴァナーガリ一文字で表記される。
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※4 : Guha(2001a)p.29"resembles the sounds of 're' in English words，民間et，仕ee，creed 
etc." ，町田/丹羽(2004)p.12[ri];ベンガノレ語は西ベンガ/レ州の公用語であると共に、バ
ングラデシュの国語である。ベンガル文字で書かれる。




※ 6 : Hodson(1864)p.l ; Vikal & Srikant(2011)p.14"sounds like 'ri' as in rib" ;カンナダ
語はドラヴィダ語族に属し、カルナータカ州の公用語である。カンナダ文字で書かれる。









※ 9 : Nair(2000)p.16"as r in Rhythm" ; T田 NAND NOW: MALA YALAM LANGUAGE OF 
KERALA ST ATE ，INDIA，ALPHABET 





※ 10 :石田 (2003)p.2 [ruJ fこれは母音ではありませんが、母音扱いで伝統的にこの位





※ 11:石井 (1986)p.22 rほぽ日本語の「リ Jでよい。 Jp.23 rローマ字転写は dとする。 j
;ネノfール語はシッキム州の公用語であるとともに、もちろんネパールの国語であり、プ
ータンの公用語の一つでもある。デーヴァナーガリ一文字で書かれる。
※ 12 : Panda(2001)p.13"ru (sho此;)as r in rhythm"、p.9の筆順一覧では短い rを a、長
い?を nで表記しており、一貫していない。 p.21の例では ghruna'ha甘ed'，mruga'deer'とあり、
いずれも m となっている。;オリヤ一語はオリッサ州の公用語である。オリヤ一文字で書
かれる。オリヤ一文字は横棒(シローレーカー)の代わりに大きなアーチを持つ。




















※ 17 :松山 (1994)p.VIIr音節字母(サンスクリット・パーリ借用語にのみ用いる)J。
なお、長い7は r田町、 Iは 1mとある。ここに同]とは記号の方便で、実際には中舌高母



















※ 21 : L回 arus(l878)p.7によれば、反り舌音(cerebrals)の前で母音が円唇化する(i→ u、
























※26 : Edgr四 (1885)p.157"r，r， 1， aiand au are wanting. Th町 aresupp1ied as follows: ini討alr














> *ra託(i) 〉 r a t i夜」






※ 29 :菅沼(1994)p.28の【註】参照。 (rの文字を使う転写法も結局ここからくる)















『言語学大事典第 3 巻世界言語編(下・1)~ pp.298・301.
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